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　 In advanced nations, high fat-induced obesity and lack of exercise easily cause 
metabolic syndrome, followed by lifestyle diseases such as dyslipidemia, diabetes 
mellitus, hypertension and fatty liver. We have found new evidence that administration 
of green tea catechin and taurine efficiently prevents obesity, increased visceral fats, 
dyslipidemia, hyperglycemia, and fatty liver, in high fat-fed mice. Thus, we attempted 
to apply these effects of catechin and taurine by preparing functional isotonic water
（refreshing beverage). We made a "Switch ACTIVE" beverage, which included catechin, 
taurine, five amino acids, vitamins B and C, and sugar. The functional isotonic water 
"Switch ACTIVE" is the first beverage in Japan to include catechin and taurine. The 
drink was well received to many people, and felt "tasty". We hope the beverage will 












（EGCG）がある。緑茶葉中には、通常、カテキン類の 10 ～ 20% が EGC や EGCG として存在し
ており、カテキン類には抗酸化作用、抗ガン作用、抗ウイルス作用、抗アレルギー作用、抗プラー
ク形成作用、放射線防御作用、血圧低下作用など、多彩な作用が報告されている（土田隆ら 
2002, Suzuki Y et al. 2012）。
　また、動物実験によって高脂肪食摂取時における体重・体脂肪蓄積抑制作用（Meguro S et 
al.2001,Bose M et al.2008）、 脂 質 吸 収 抑 制 や 血 清 中 性 脂 肪 低 下 作 用（Raederstorff DG et 
al.2003,Wang S et al.2006）、 脂 肪 燃 焼 作 用（Murase T et al.2001）、LDL- 受 容 体 を 介 し
た血清コレステロール低下作用（Goto T et al. 2012）、肝脂肪蓄積抑制作用（Bose M et al. 
茶カテキンとタウリンを配合した機能性飲料の開発と作成
2008）など脂質代謝に対する作用、さらには血糖上昇抑制作用（Koyama Y et al. 2004, 
Wolfram S et al. 2006）、動脈硬化抑制機序（Terashima M et al. 2004-2005）などが認めら
れている。カテキン類のヒト対象実験も検討されており、体脂肪蓄積抑制作用や糖代謝・脂質代






生活習慣病予防効果を示す可能性が複数の研究者から報告されている（Murakami S et al. 





ンも存在するが、ヒト肝 N-acyl transferase はグリシンよりもタウリンに対し高い親和力を有
し、したがって肝臓に存在するタウリンを用いてタウリン抱合胆汁酸を優先的に生成する。しか
し、ヒト肝臓のタウリンプールは比較的小さく、このため正常時に抱合すべき胆汁酸を 1/4 程
















　５週齢の雄性 C57BL/6NCrSlc マウス（日本エスエルシー株式会社）を 5 ～ 6 匹ずつ 6 群に分
け、チップを敷いたプラスチックケージで、群飼いした。飼育環境は、室温 24℃、湿度 50 ～ 65




は飼料と飲料は自由に摂取させ、2 日に 1 回、飲料の交換と飼料摂取量の記録をし、週に 1 回体
重測定を行った。マウスは、表 2 に示す飼料・飲料の組み合わせで、12 週間飼育した。動物実
験の内容については、東海学園大学動物実験委員会の承認、大学長の許可（整理番号 平成 25- 
003）を受け、東海学園大学動物実験実施マニュアルに準拠して、実施した。


























総数 250 名からの回答を得た。総数 250 名のうち年齢構成は、10 代 81 名、20 代 47 名、30 代 57






　 5 週齢の雄性 C57BL/6NCrSlc マウスを通常飼料（ND:Normal Diet）または高脂肪飼料
（HFD:High Fat Diet）で飼育し、高脂肪飼料の摂取と同時に、1％タウリン（タウリン）、お
～いお茶濃い味（カテキン）、カテキン＋タウリン（カテ＋タウ）、ヘルシアコーヒー無糖（コー
ヒー）を自由に摂取させた。飼育 12 週間の体重変化の推移を図１A に示した。また、12 週時点
茶カテキンとタウリンを配合した機能性飲料の開発と作成
での各マウス群の体重を図１B に示した。HFD 群では、12 週時点で 43.9g、ND 群では 30.3g 
の平均体重であり、HFD に加え、タウリン、カテキン、カテキン＋タウリンを摂取させると、
体重の増加が顕著に抑制された。体重増加率は、12 週の時点で HFD 群（103.2％）、HFD ＋タ





した。ND 群においては、総摂取飼料量は 270g、総摂取カロリー量は 961kcal であり、HFD 群
においてはそれぞれ 213g、1079kcal であった。HFD に加えて、カテキン、タウリン、カテキ
ン＋タウリン、コーヒーを同時摂取させても、総摂取飼料量、総摂取カロリー量に大きな変化




肥大の程度も大きかった（data not shown）。肝臓の重量は HFD 群で平均 1.7g であり、カテ
キンやタウリン、コーヒーを摂取させると、重量の増加が抑制された（図２A）。内臓脂肪の平








　ALT は、HFD 群で平均 364 IU/L と ND 群の 135 IU/L と比べると顕著に増加していたが、


































シン、ビタミン B 群を配合した。④ビタミン B2 を配合することから、全体的に黄色を呈するた
め、レモン果汁、レモンフレーバーを加えて、｢ レモン味 ｣ の飲料とし、これらの配合した原材料
から、その頭文字をとって、「すいっち ACTIVE」と命名した。
 2）アンケート評価
　機能性飲料のアンケート（表４）を適宜実施し、総数 250 名からの回答を得た。総数 250 名の
うち年齢構成は、10 代 81 名、20 代 47 名、30 代 57 名、40 代 29 名、50 代以上 36 名であった。





関しては、「甘すぎる」「甘い」と答えた方は 3 割であり、6 割の方は「普通」と評価した（図４
C）。「カロリー量」については、「ちょうどよい」と答えた方が 7 割であり（図４D）、気になる
ほどのカロリー量（165kcal/ 本）ではないと評価された。しかし、一方でカロリーについて、



















深くかかわることが明らかになっている（Nagao T et al. 2001）。今回の実験結果から、お茶に
含まれるカテキンには、現在までに多くの研究者らが報告している体重・体脂肪蓄積抑制作用
（Meguro S et al. 2001, Bose M et al. 2008）があり、さらには、脂質吸収抑制や血清中性脂
肪低下作用（Raederstorff DG et al. 2003, Wang S et al. 2006）、脂肪燃焼作用（Murase T 
et al. 2001）、LDL- 受容体を介した血清コレステロール低下作用（Goto T et al. 2012）、肝脂
肪蓄積抑制作用（Bose M et al.2008）など脂質代謝に対する作用、さらには血糖上昇抑制作
用（Koyama Y et al. 2004, Wolfram S et al. 2006）が認められた。肥満気味の健常者への
茶カテキン類の摂取は、顕著な体重、BMI、ウエスト周囲長、体脂肪率、腹部脂肪量の低減作











和食がユネスコ無形文化遺産に登録されようとしているが（農林水産省 HP 参照、平成 25 年 12
月決定予定）、登録の暁には、再度和食が見直され、緑茶の摂取とともにタウリンの摂取が一層
進むと考えられる。
　今回の実験からマウスの寿命が 2 年～ 2 年半であり、飲料を 12 週間摂取させ続けたことを寿
命が 80 歳のヒトに換算すると 7.5 年になる。つまり、5 ～ 10 年の継続的な摂取によりマウスと
同等な結果が期待できると考えられる。さらに、カテキン（緑茶）の摂取目安であるが、今回の
実験ならびに文献的考察から、一日数 100mg ～ 1g の摂取が、有用な効果をもたらすと考えられ
た。この値は、今回用いた「お～いお茶濃い味」であれば、500ml から 1000ml の摂取で実現で
きるものである。








ンは、合成品に比べ値段が高くなる難点がある。作成したすいっち ACTIVE 1 本（500ml）あ
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